
研究業績 

Ａ. 刊行物 

(1)原著論文 
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Schizoph Res 267: 107-112, 2024.  
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(2)総説 

1) Tanaka S C, Kasai K, Okamoto Y, Koike S, Hayashi T, Yamashita A, Yamashita O, 
Johnstone T, Pestilli F, Doya K, Okada G, Shinzato H, Itai E, Takahara Y, Takamiya A, 



Nakamura M, Itahashi T, Aoki R, Koizumi Y, Shimizu M, Miyata J, Son S, Aki M, Okada 
N, Morita S, Sawamoto N, Abe M, Oi Y, Sajima K, Kamagata K, Hirose M, Aoshima Y, 
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Hattori N, Sekiguchi A, Kawato M, Hanakawa T: The status of MRI databases across the 
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Neurosciences 78(10): 563-579, 2024.  

2) 堀 弘明：逆境的小児期体験と PTSD の薬物療法と神経生物学. 精神科治療学 39(7): 747-
752, 2024. 
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6) 丹羽まどか：ICD-11 の PTSD と複雑性 PTSD の診断評価のための国際トラウマ面接(International 

Trauma Interview : ITI). 臨床精神医学 54(2): 153-157, 2025. 
 
(3)著書 

1) 堀 弘明, 金 吉晴：第 4 章 D-1 心的外傷後ストレス症．笠井清登ら 編：精神科研修ノート改

訂第 3 版. 診断と治療社，東京，pp407-412，2024. 
2) 澤 明，成田 瑞：システマティック臨床精神医学 4 つの多元的観点による治療体系化．中外

医学社，東京，2024. 
 
(4)研究報告書 

 
(5)翻訳 

 

(6)その他 

1) Narita Z, Furukawa TA: Misuse of Prediction Models in Psychiatric Research. Lancet 
Psychiatry 12(1): 6-7, 2025. 

 
Ｂ. 学会・研究会における発表 

(1)学会特別講演,教育講演,シンポジウム,ワークショップ,パネルディスカッション等 

1) Sekiguchi A, Takamura T, Tose K, Sudo Y, Ritu BC, Isobe M, Hirano Y, Yoshiuchi, K Sato 
Y, Kodama N, Yoshihara K, Moriguchi Y: Advancing Anorexia Nervosa Diagnosis and 
Understanding through Comprehensive Neuroimaging and Machine Learning: Insights 
from the Eating Disorder Neuroimaging Initiative (EDNI). 27th World Congress The 
International College of Psychosomatic Medicine (ICPM) 2024, Tubingen, Germany, 
2024.9.18-23. 

2) Ino K: The Impact of Virtual Reality in Psychiatric Treatment: Is VR the Dawn of a New 
Era in MentalHealth? 34th International Conference on Artificial Reality and Telexistence 
29th Eurographics Symposium on Virtual Environments, Tsukuba, Japan, 2024.12.1-3. 

3) 堀 弘明：精神疾患のメカニズム -免疫炎症系からの考察-．NEURO2024 ランチョンセミナー，

福岡，2024.7.26. 
4) 堀 弘明：逆境的小児期体験とストレス関連精神疾患の関連についての神経生物学的研究．第

17 回 Novel Talks for Young Psychiatrists in Ehime 特別講演，愛媛，2024.5.16. 
5) 関口 敦：診療連携モデルの提案と拠点病院設置準備サポート活動．フォーラム１，第 27 回日

本摂食障害学会学術集会，東京，2024.9.7-8. 



6) 井上智子，井野敬子，関口 敦：令和 5 年度 都内の摂食障害治療支援に関する実態調査報告

第．一般演題「調査・研究」，第 27 回日本摂食障害学会，東京，2024.9.7. 
7) 丹羽まどか，金 吉晴：複雑性 PTSD 診断評価のための国際トラウマ面接（ITI）の日本語版作

成過程．シンポジウム 88，複雑性 PTSD がもたらした臨床的意義．第 120 回日本精神神経学

会学術総会，北海道，2024.6.22. 
 
(2)一般演題 

1) Ogawa S, Hori H, Niwa M, Itoh M, Lin M, Yoshida F, Ino K, Kawanishi H, Narita M, 
Nakano W, Imai R, Matsui M, Kamo T, Kunugi H, Kim Y: Plasma lipid and fatty acid 
concentrations in patients with posttraumatic stress disorder (PTSD) and healthy 
individuals:associations with diagnosis, symptoms, and inflammatory markers. CINP2024 
35th World Congress, Tokyo, Japan, 2024.5.23-26. 

2) Ino K, Tonai A, Toshishige Y, Nakano W, Suga R: Online Prolonged Exposure Therapy for 
PTSD in Japan: A Case Study of Four Patients. Poster, ISTSS 40th Annual Meeting, Boston, 
USA, 2024.9.25-28. 

3) Narita Z, Nishida A: Joint association of internet use and physical attributes with 
subsequent psychotic experiences in adolescents: a cohort study. Society of Epidemiology 
Research Mid-Year Meeting (virtual), Boston, USA, 2025.2.10-14.  

4) Narita Z, Yamasaki S, Yamaguchi S, Ando S, Nishida A: Association between problematic 
online gaming and subsequent psychotic experiences in adolescents: a birth cohort study. 
Royal College of Psychiatrists International Congress 2024. Edinburgh, Scottland, June 
2024.6.23-26. 

5) Fukaguchi K, Shinozaki T, Narita Z, Goto A: Effect of Early Healthcare Visits on 
Cardiovascular Disease Risk in People with Newly Screened Diabetes: Emulating Trials 
Using a Large Insurance Database. The 67th Annual Meeting of the Japan Diabetes Society. 
Tokyo, Japan, 2024.5.17-19. 

6) Niwa M, Kato T, Suga Y, Otomo R, Sugawara M, Kim Y: Effects of STAIR Narrative 
Therapy on cognitive functions: analysis of a pilot study for ICD-11 complex PTSD. 
International Society for Traumatic Stress Studies 40th Annual Meeting. Boston, USA, 
2024.9.25-28. 

7) 勝沼るり，高村恒人，山田光彦，関口 敦：経皮的耳介迷走神経刺激（taVNS）による内受容感

覚への影響. 日本生理人類学会第 85 回大会，東京，2024.6.14-16. 
8) 高村恒人，勝沼るり，山田光彦，関口 敦：経皮的耳介迷走神経刺激（taVNS）が安静時脳機能

結合性に与える影響の検討. 日本生理人類学会第 85 回大会, 東京. 2024.6.14-16. 
9) 山本ゆりえ，廣方美沙，田村奈穂，井野敬子，関口 敦，金 吉晴，河合啓介：摂食障害全国支

援センター「相談ほっとライン」活動報告~Web アンケート調査第 1 報～．第 65 回日本心身

医学会総会ならいに学術講演会，東京，2024.6.29-30. 
10) 髙村恒人，勝沼るり，井野敬子，福土 審，佐藤康弘，鎌下莉緒，須藤佑輔，平野好幸，野原伸

展，吉内一浩，磯部昌憲，高橋稔昌，足立弘明，兒玉直樹，権藤元治，吉原一文，高倉 修，守

口善也，関口 敦：食症患者における治療反応性のマーカー：探索的 VBM 分析．第 47 回日本

神経科学大会，福岡，2024.7.24-27. 
11) 髙村恒人，勝沼るり，井野敬子，佐藤康弘，平野好幸，吉内一浩，磯部昌憲，兒玉直樹，井手

智，岡田和将，高橋昌稔，髙倉 修，守口善也，関口 敦：神経性やせ症における治療反応性に

関連した脳構造の変化．第 27 回日本ヒト脳マッピング学会，東京，2025.3.7-8. 
12) 井野敬子：指定シンポジウム B1 トラウマ臨床における肝心要と柔軟−模擬事例を交えて－  

PTSD を維持する認知と行動に着目した PTSD の通常治療-持続エクスポージャー療法の視点

で－．第 23 回日本トラウマティック・ストレス学会，京都，2024.8.10-11. 
13) 藤内温美，堀 有伸，安藤絵美子，中野稚子，井野敬子，金 吉晴：300km 離れたかかりつけ医



との連携により円滑に治療できたオンライン持続エクスポージャー療法の１例．第 23 回日本

トラウマティック・ストレス学会，京都，2024.8.10-11. 
14) 勝沼るり, 大場健太郎：Need for Cognition’ (認知欲求)と社会的な課題解決への関与選好との

関係．第 27 回日本ヒト脳マッピング学会，東京，2025.3.7-8. 
 
(3)研究報告会 

1) 関口 敦：摂食障害に対する認知行動療法の有効性の神経科学的エビデンスの創出．戦略的国

際脳科学研究推進プログラム 〔国際脳〕 事後ヒアリング，東京，2024.8.21. 
2) 井野敬子：学術変革領域(B)音による環世界マニピュレーション．年次シンポジウム，東京，

2024.12.22. 
 
(4)その他 

1) 関口 敦，井野敬子，井上智子：令和 6 年度第 1 回全国摂食障害対策連絡協議会．令和 6 年度

精神保健対策費補助金「摂食障害治療支援センター設置運営事業」，オンライン，2024.7.22. 
2) 関口 敦，井野敬子，井上智子：令和 6 年度第 2 回全国摂食障害対策連絡協議会．令和 6 年度

精神保健対策費補助金「摂食障害治療支援センター設置運営事業」，オンライン，2025.2.7. 
 
Ｃ. 講演 

1) Narita Z: Suicide prevention: a public health perspective. Asian Consortium of National 
Mental Health Institutes, Singapore, 2024.11.18. 

2) 関口 敦：若年女性の低体重がもたらす現在/将来/次世代の健康リスク．令和 6 年度第 2 回 FD
講演会，東京家政学院大学，東京（オンライン），2025.2.13. 

3) 井上智子：インドの女性差別問題におけるスワミ・ヴィヴェーカナンダの思想についての考察，

SWAMI VIVEKANANDA : 161st BIRTH ANNIVERSARY CELEBRATION，東京，Embassy 
of India，2024.6.1. 

 
Ｄ．学会活動 

(1) 学会主催 

 

(2) 学会役員 

1) 堀 弘明：日本生物学的精神医学会 評議員 
2) 堀 弘明：日本精神神経学会 専門医試験症例報告審査班 班員 
3) 関口 敦：日本心身医学会 代議員，幹事，戦略・評価委員 
4) 関口 敦：日本摂食障害学会 評議員，学術交流委員会，ガイドライン作成委員， 

利益相反・倫理委員，国際交流委員 
5) 関口 敦：日本心療内科学会 評議員，施設共同リサーチプロジェクト委員 
6) 井野敬子：トラウマティック・ストレス学会 理事 広報委員長 
7) 井野敬子：日本精神神経学会 災害対策委員 
8) 成田 瑞：日本精神神経学会 ICD-11 委員 
 
(3) 座長 

1) 関口 敦：教育講演 10「心理的な痛みの認知神経メカニズム」．第 65 回日本心身医学会総会な

らびに学術講演会，東京，2024.6.29-30. 
2) 関口 敦，吉内一浩：シンポジウム 2「摂食障害からの回復のバイオロジー」．第 27 回日本摂食

障害学会学術集会，東京，2024.9.7-8. 
3) 関口 敦，竹林淳和：フォーラム１「摂食障害治療拠点病院 新しい拠点病院の現状と今後の方

向性」．第 27 回日本摂食障害学会学術集会，東京，2024.9.7-8. 



 
(4) 学会誌編集委員等 

1) Hori H: Frontiers in Psychiatry, review editor for Molecular Psychiatry section 
2) Narita Z: Asian Journal of Psychiatry, editorial board member 
 
E. 研修 

(1) 研修企画 

1) 堀 弘明，大沼麻実：令和 6 年度精神保健に関する技術研修．第 13 回災害時 PFA と心理対応

研修．東京，2024.7.2，オンライン，2024.7.9. 
2) 堀 弘明：令和 6 年度精神保健に関する技術研修．第 3 回 強迫症対策医療研修 基本コース．

オンライン，2024.7.24. 
3) 堀 弘明：令和 6 年度 PTSD 対策専門研修 A.通常コース 1．オンライン，2024.10.22. 
4) 堀 弘明：令和 6 年度 PTSD 対策専門研修 A.通常コース 2．オンライン，2024.11.13. 
5) 堀 弘明：令和 6 年度 PTSD 対策専門研修 B.専門コース 1．東京，2024.12.4-5. 
6) 堀 弘明，大沼麻実：2024 年度精神保健に関する技術研修．第 14 回災害時 PFA と心理対応研

修．東京，2024.12.18，オンライン，2024.12.24. 
7) 堀 弘明：令和 6 年度 PTSD 対策専門研修 B.専門コース 2．オンライン，2025.1.22-23. 
8) 堀 弘明：令和 6年度 PTSD 対策専門研修 C.犯罪・性犯罪被害者コース．オンライン，2024.2.8-

9. 
9) 関口 敦，井上智子：摂食障害入院治療研修「入院治療の留意点とコツ」第 3 回．令和 6 年度

摂食障害治療支援センター設置運営事業．オンライン，2024.5.17. 
10) 関口 敦，井野敬子，井上智子，小原千郷：第 21 回摂食障害治療研修．オンライン，2024.7.10-

12. 
11) 関口 敦，井上智子：摂食障害治療研修～初心者が知っておくべき外来治療～第 8 回．令和 6

年度摂食障害治療支援センター設置運営事業．オンライン，2024.8.3. 
12) 髙倉 修，北島智子，井野敬子，井上智子，小原千郷，関口 敦：摂食障害治療支援コーディネ

ーター研修会 令和 6 年度摂食障害治療支援センター設置運営事業．オンライン，2024.10.31. 
13) 関口 敦，井野敬子，井上智子：摂食障害小児治療研修 第 1 回．令和 6 年度摂食障害治療支

援センター設置運営事業．オンライン，2024.11.4. 
14) 関口 敦，井上智子：摂食障害入院治療研修「入院治療の留意点とコツ」第 4 回．令和 6 年度

摂食障害治療支援センター設置運営事業．オンライン，2024.11.10. 
15) 関口 敦，井上智子：摂食障害治療研修～初心者が知っておくべき外来治療～第 9 回．令和 6

年度摂食障害治療支援センター設置運営事業．オンライン，2025.1.26. 
16) 小川眞太朗：「カルシウムシグナルを介した認知/精神機能調節と認知症治療戦略」森口茂樹．

令和 6 年度 第 1 回 精神保健研究所セミナー，東京，2024.9.9. 
 
(2) 研修会講師 

1) 堀 弘明：PTSD の神経科学と薬物療法．令和 6 年度 PTSD 対策専門研修 B.専門コース 1，東

京，2024.12.4-5. 
2) 堀 弘明：PTSD の神経科学と薬物療法．令和 6 年度 PTSD 対策専門研修 B.専門コース 2，オ

ンライン，2025.1.22-23. 
3) 井野敬子：PTSD の心理療法各論 2．令和 6 年度 PTSD 対策専門研修 B.専門コース 1，東京，

2024.12.4-5. 
4) 井野敬子：PTSD の心理療法各論 2．令和 6 年度 PTSD 対策専門研修 B.専門コース 2，オン

ライン，2025.1.22-23. 
5) 丹羽まどか，金 吉晴：複雑性 PTSD．令和 6 年度 PTSD 対策専門研修 B.専門コース 1，東



京，2024.12.4-5. 
6) 丹羽まどか，金 吉晴：複雑性 PTSD．令和 6 年度 PTSD 対策専門研修 B.専門コース 2，オン

ライン，2025.1.22-23. 
7) 金 吉晴：トラウマの概念と PTSD 診断．令和 6 年度 PTSD 対策専門研修 A. 通常コース 1，

オンライン，2024.10.22. 
8) 金 吉晴：PTSD 治療．令和 6 年度 PTSD 対策専門研修 A. 通常コース 1，オンライン，

2024.10.22. 
9) 金 吉晴：トラウマの概念と PTSD 診断．令和 6 年度 PTSD 対策専門研修 A. 通常コース 2，

オンライン，2024.11.13. 
 
Ｆ．その他 

1） 小川眞太郎：現代栄養学とヘルスケアレシピ．記事監修 ストレス＆ヘルスケア，公益財団法

人パブリックヘルスリサーチセンター，2024.4.15, 9.5, 2025.1.6. 
2） 成田 瑞：思春期の不適切なネット使用，16 歳の幻覚・抑うつリスク 1.6 倍に．朝日新聞，

2024.6.16. 
3） 成田 瑞：うつ症状の予防に野菜・果物ジュースは？ コーヒーは？ 数万人調査．朝日新聞，

2024.7.16. 
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